
 

消毒剤

水石けん供給栓タンク部

03E34 2009.3施工説明書

THD51型

施工手順

商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

この商品はTS130H型用取り替え商品です。これ以外の商品には取り付けることができません。

タンク取付金具タンク

袋ナット接続口

皿タッピンねじ
（φ4×30）2本

皿タッピンねじ
（φ4×30）

タンクの取り外し
①供給栓本体下にある止めねじを六角棒レ
　ンチで外す。

②チューブが接続口先端より約100mmに
　なるまで供給栓本体を手前に引き出す。

③タンクとタンク取付金具を固定している
　小ねじを外してタンクを取り外す。

④接続口からタンクを取り外す。

⑤タッピンねじを外し、タンク取付金具を
　壁面から取り外す。

裏面へつづく

1

タンク取付金具の取り付け
付属のタッピンねじでタンク取付金具を壁
面に固定する。

2

●洗面器に傷をつけないよう洗面器
　に厚手の布をひいてください。
●チューブの先端が、接続口より上
　にきているか確認してください。

注　意

タッピンねじは状況に合わせて固定
する箇所を選んでください。
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注　意

禁　止

取り付け前に、この｢安全上のご注意｣をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください｡

注意
表　示 意　味

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けて
　いただき、お客様や他の人々への危害や財産へ
　の損害を未然に防止するために、いろいろな表
　示をしています。
　その表示と意味は次のようになっています。

この表示の欄の内容を無視して
誤った取り扱いをすると、傷害
または物的損害が発生する可能
性があることを示しています。

安全上のご注意 (安全のために必ずお守りください)

消毒剤を使わない
水石けんの代わりにクレ
ゾールなどの消毒剤は使
用しないでください。
器具破損や吐出状態悪化
の原因となります。

次の部品があることを確認してください。

施工説明書

必ずお客様にお渡しください

部品の確認

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で
　区分し、説明しています。

してはいけない｢禁止｣内容
です。



凹部

押す
押ボタン

ホース

ホース

袋ナット

ホース挿入部

マイナスドライバー
ホースクランプ

タンクの取り付け
①ホースクランプをマイナスドライバーで
　ゆるめて上にずらす。

②チューブを傷つけないようにホース先端
　より20～30mm上の位置を切断する。

③供給栓本体を洗面器（またはカウンター）
　面まで押し込み、ホースとチューブの長
　さを調整する。

3 ④供給栓本体を六角棒レンチを使用して止
　めねじで固定する。

注　意
止めねじが位置決め座金の凹部に入
るように供給栓本体の向きを合わせ
てください。

注　意
●ホースを切断する場合は、チュー
　ブを傷つけないため、供給栓本体
　を手前に引き出してください。
●ホースは、チューブを
　傷つけないようにして、
　直角に切断してくださ
　い。

●位置決め座金に汚れがある場合は
　布などでふき取ってください。

供給栓本体

チューブ

ホース

ホース

チューブ
※適切な長さに切る

※ホースより220～250mm
　長くする

220～250mm

六角棒
レンチ

止めねじ

カウンターまたは洗面器

供給栓本体 位置決め座金

位置決め座金

⑧タンクをタンク取付金具にのせる。

マイナス
ドライバー

20～30mm上の
位置を切断する

ホースクランプ

※取り付けが完了したあと、押ボタンを押
　して水石けんが出るか確認してください。

ホース

ホースクランプ
接続口

タンク

チューブ
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袋ナット

つば
接続口

つば

⑤接続口をホースに差し込む。

⑥ホースは接続口つばまで差し込む。

⑦ホースクランプを接続口つばまで差し込み、
　マイナスドライバーで締め付ける。

水石けんをホース内側または接続口の
ホース挿入部に塗布すると差し込みや
すくなります。

●ホースをたわました状態
　でセットすると水石けん
　が入りにくくなります。

注　意

●接続口とタンクは分解し
　ないでください。
　分解した場合は、接続口を確実にタンク
　に差し込んでしっかり袋ナットで締め付
　けてください。
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